
事務事業名称

【内部評価に対する検証】

評価項目 点数

事業目的が明確であり、適切な計画・目標を設定しているか。

　「4」・・・事業目的と目的達成のための計画が適切である。

　「2」・・・事業目的は明確であるが、計画が不十分である。

　「1」・・・事業目的が明確でなく、成果が見込めない。

事業内容、取組内容が的確か。

　「4」・・・事業目的を達成するために十分な取組を行っている。

　「3」・・・目的達成のための取組ではあるが、量や実施回数が足りない。

　「2」・・・取組自体は十分に行われているが、事業目的からズレている。

　「1」・・・目的を達成するための取組ができていない。

これまでの事業の効果・成果は十分か

　「4」・・・事業目的に沿った十分な効果・成果が出ている。

　「2」・・・（副次的な）成果は出ているが、事業目的からはズレている。

　「2」・・・十分な成果が出ているとは言い難い。

　「1」・・・全く成果が出ていない。

【事業の検証】

評価項目 点数

今の社会状況や市民ニーズなどから判断して、事業の必要性は高いか。

　「4」・・・非常に高い。（必須である）

　「3」・・・必要性が高い。

　「2」・・・必要性が低い。

　「1」・・・必要性を感じない。

市と民間等の役割から、市が事業を行う必要性があるのか。

　「4」・・・市が行うべきものである。

　「3」・・・これからも市が主体となって行うべきものである。

　「2」・・・これからは市の関わりを減らしていくべきものである。

　「1」・・・民間等に任せるべきものである。

市の役割

（理由）
　この事業にはなじまない項目だが、当然市が行うべきものである。
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（理由）
　職員数が減少する中で職員の能力開発や資質向上という部分は絶対
に必要であり、そのためにも職員研修は必須である。

必要性 4

取組内容の的確さ

（理由）
　県内の他市と比較しても、現状ではありきたりの委託研修しか実施して
いない。これでは「目指すべき職員像」に到達することはない。

評価基準

1

効果・成果 2

（理由）
　事業計画や取り組み内容を見ても、所管課記載の取り組みの成果を見
ても、十分な成果が出ているとは思えない。

職員研修事業

評価基準

事務事業評価シート（委員会用）

計画性

（理由）
　「目指すべき職員像」は素晴らしいが、それを達成できるような計画には
なっていない。
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評価項目 点数

事業（目的・取組・成果）に対する経費・人員（コスト）は適切か。

　「4」・・・事業に対するコストが少なく、効率がよい。

　「2」・・・事業に対するコストは少ないが、効率が悪い。

　「2」・・・事業に対してコストが過大である。

　「1」・・・事業に対するコストが過大で、効率が悪い。

今後、当該事業の改善や発展が見込めるか。

　「4」・・・今後の事業発展が十分見込まれる。

　「3」・・・事業改善により発展の余地が十分見込まれる。

　「2」・・・事業発展の余地はあるが、事業改善の余地は見込めない。

　「1」・・・今後の事業改善・発展の余地はない。

【総合評価】

評価項目 点数

当該事業の今後の方向性はどうか。

　　　継続

　　　休止

　　　廃止

　　　見直し（拡充） 合計点

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【今回の模擬実施での意見・要望】

（理由）
　職員研修事業を実施し、職員のスキルアップ、資質を向上させるということは必要なこと
であり、職員数が減っていく中では、より一層取り組んでいかなければいけない事業であ
る。
　ただし、現状の取り組み内容は通り一辺倒のありきたりなものであり、この取り組み内容
を続けていっても、目標としている「自発的に問題意識をもって自己啓発に取り組み」「高い
専門知識と実務能力をもつとともに、相互支援ができる」職員にはならない。
　人材育成のための長期的なプランを定め、研修の目的を明確にしたうえで、研修した成
果が職場にフィードバックできるよう、研修方法の見直しや職員が自ら研修を受講しやす
い制度設計を求めます。

・事業によっては評価項目になじまない、判断のしようのないものがある。そうなった場合どうするのかという整理
が必要である。
・外部評価をする際には、最初に提示する資料の出し方が重要になってくる。内部の人間が見れば分かる、説明
を受ければ分かることでも外部の人には分からない。相手に伝わるような資料作成、資料の出し方といった部分
も検討が必要である。
・外部評価が必要なことは分かる。ただし、どういう方法で評価を行い、それをどう生かしていくのかというシステ
ムの部分をはっきりさせないと作業だけが膨大になってしまう。

将来性 3

（理由）
　村上市に合った研修方法を確立し、民間派遣や、人材交流といった新
たな手法を取り入れていけば、改善の余地は十分見込まれる。

結論

　　　見直し（類似事業と統合）

　　　見直し（縮小）

　　　見直し（取組内容の改善）

　　　見直し（民間等に移行）
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効率性 2

（理由）
　事業費だけでの判断になるが、重要な人材育成の取り組みにしては、
経費や受講者数が少ないと思われ、その分効果も少ないと感じる。

評価基準

評価基準


